
行財政構造改革推進プランの策定方針について

１ 行政改革のこれまでの取組

２ 本市の課題と新たな視点

３ 行財政構造改革推進プランの概要

４ 会議の進め方

１ 行政改革のこれまでの取組

●これまで行政改革大綱を策定し取組を推進

第１次大綱
（H17～21年度）

第２次大綱
（H22～28年度）

第３次大綱
（H29～R３年度）

■指定管理者制度の導入
■公民館の自主運営 等

■事務事業評価制度の導入
■公共施設等総合管理計画策定 等

■共同利用クラウドシステムの導入
■競争による電力調達の推進 等
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●本市の課題
●①社会情勢の大きな変化『人口の変化』
●②新たな視点

２ 本市の課題と新たな視点

～目指すまちの将来像～

ゆたかな社会

（第６次）
（第５次）

（第４次）
第３次

第２次
第１次

【新たな視点】
①近年の災害・新型コロナウイルス感染症
②ＳＤＧ’ｓの理念
③新たなまちづくり主要事業の実施

大綱

～目指すまちの将来像～

ゆたかな社会

（第４次）
第３次

第２次
第１次

●本市の課題
●①社会情勢の大きな変化『人口の変化』
●②新たな視点

２ 本市の課題と新たな視点

【新たな視点】
①近年の災害・新型コロナウイルス感染症
②ＳＤＧ’ｓの理念
③新たなまちづくり主要事業の実施

大綱 大綱はプランの中で発展的に吸収

新たな視点等に対応するため
『戦略的かつ行政経営の視点』
による攻めの展開を軸に
新たなプラン
『行財政構造改革推進プラン』を策定

市民満足度の向上
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（参考）市民満足度の向上

●市民がまち（地域）づくりに主体的に参加

●財『協働』による新たな『つながり』

高齢者の
生きがい

赤ペン先生

火おこし先生 コミュニティ交通

買い物支援

【この取組みの素晴らしいところ】

子ども 高齢者との交流

学校 職場体験

介護サービス利用者 子どもから元気をもらう

介護サービス事業所 個別レクリエーションの充実

市民満足度

３ 行財政構造改革推進プランの概要

行財政構造改革推進プラン
※今後の市の行財政経営の改革の基本指針
※第４次行政改革大綱を包含

～『ゆたかな社会』の実現を目指して～

第３次光市総合計画

『ゆたかな社会』を実現するための基盤

『「ゆたかな社会」の実現を目指す
未来挑戦プロジェクト』

※20年後を見据え重点的に改革を推進する項目

（１）位置付け
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３ 行財政構造改革推進プランの概要

（２）プランの構成イメージ

第１章 策定の趣旨
プラン策定の目的や位置付け、計画期間、計画策定の進め方等の概要について掲載

第２章 本市の現状と課題
本市の少子高齢化や財政状況等について掲載

⇒現状と課題及びプラン策定の必要性を整理

第３章 基本理念と基本目標
プランの将来像や基本理念、柱となる基本目標及び施策の展開の体系を設定し掲載

第４章 「ゆたかな社会」の実現を目指す未来挑戦プロジェクト
重点的に改革を推進する項目及び５年後の戦略的な数値目標等を掲載

第５章 基本目標に基づく体系と取組項目
第３章の体系に基づく施策の展開や第４章の重点的に改革を推進する項目を掲載

第６章 プランの推進にあたって
プランの推進体制や実施計画進め方について掲載

３ 行財政構造改革推進プランの概要

（３）プランの期間
令和４～８年度までの５年間

（４）策定の際の留意点

①新たな視点等に対応した攻めの視点

②高齢者等に配慮した「人にやさしいデジタル化」の視点

③「新しい生活様式」を踏まえた行政サービスへの転換

④新たなまちづくり主要事業等の位置付けと民間活力の導入

⑤組織構造の変革や人材育成の視点

⑥財政健全化計画を包含（第３次大綱同様）
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３ 行財政構造改革推進プランの概要

（５）基本理念と（６）基本目標
（案）を提示 ⇒ 今後設定

（７）実施計画について
●これまで大綱に位置付けていた実施計画
●⇒プラン
●⇒「第５章 基本目標に基づく体系と取組項目」で整理
●取組項目は、取組状況や数値目標等を毎年度評価
●※決算参考資料

（８）策定体制
●庁内体制 行政改革推進本部
●市民意見 行政改革市民会議、パブリックコメント

「ゆたかな社会」の実現を目指す未来挑戦プロジェクト

Ⅰ 利便性と質の高い行政サービスへの転換

来庁申請
（マイナンバーカード）

■申請記入不要
⇒異動手続効率化
■窓口業務効率化

①窓口業務のデジタル化

来庁申請
（スマートフォン利用）

■申請記入不要
⇒異動手続効率化
■窓口業務効率化

事前申請

■申請オンライン化
⇒異動手続効率化
■窓口業務効率化

②定型業務の民間委託

市民課窓口等で
専門性はあるが

定型業務 民間委託

市 民

市民サービス
の向上

行 政

仕事の進め方
の再整理

行 政

知識ゼロベー
ス化を防ぐ
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「ゆたかな社会」の実現を目指す未来挑戦プロジェクト

Ⅱ 官民協働によるまちづくりの推進

①民間提案制度

ビジネス創出
地域貢献

民間 アイデアや
ノウハウ提供

業務効率化
財政負担軽減

行政

サービス向上

市民

②公共施設の再編

【市民との対話】
類似施設、利用が特定者に
限られる等

公共施設の利活用や統廃合

地域資源の発見、新たな取組
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「ゆたかな社会」の実現を目指す未来挑戦プロジェクト

Ⅲ 時代の変化に対応できる職員の育成と組織の構築

職
員
数

年齢

【光市職員の年齢別男女の職員数（年齢は迎える年）】

■女性 128人
■男性 241人
■計 369人
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「ゆたかな社会」の実現を目指す未来挑戦プロジェクト

Ⅳ 持続可能な財政基盤の構築

【歳入の確保】
①ネーミングライツ導入 ②学校等における

②自動販売機設置

避難所対策

生徒の社会参加

③遊休地の処分等 ④庁舎建設基金の創設

Ｈ30年度 約90百万円
Ｒ元年度 約55百万円

遊休地の利活用を検討

４ 会議の進め方

①社会情勢が大きく変化する中で

②時代にあった、未来を見据えた行政運営をするため

②『行政改革の計画』と『公共施設の計画』について
②ご意見をいただきます。

第１回
行革や役割等の説明
計画の説明

第２回 皆さんと協議

第３回 計画の中間案を協議

第４回 計画の最終案を協議

◆行政改革の重点項目と
◆なる取組を事前に提示

※個別に説明等

◆協議内容を深めていく

※庁内を歩いてみる

（第２回の会議で）
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